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　【目的】「高齢化社会」という言葉を耳にするようになってから久しいが、衣服市場にお

ける高齢者向けの衣服は若者のそれと比べ質量ともに乏しく、またそれらを扱うメーカー

の数も少なく、消費者ニーズへの対応が十分になされていな’いのが現状である。本研究で

は、来る2 1世紀の高齢化社会において主役となる高齢者の衣服について、特に心理的な
面で満足のいく衣服のデザインを提案したいと考え、現状の衣生活における問題点および

既製服に対する不満や要望を明らかにしようとするものである。
　【方法】老人会およびボランティアグループの会長を通して調査票の配布を依頼した。対

象は４０才以上の女性。調査は平成４年９月２０日から11月2 0日に実施した。配布数

9 8 2通、回収率7 9. 7 4％。主な調査項目は、衣服の購入や着用などの衣生活に関す

る項目および既製服に対する不満や要望などである。
　【結果】衣服の購入時には、９割以上の者が自分に似合うものや着心地のよいもの、好き

なデザインのものを重視すると答えており、機能性や実用性より審美性の面を重視してい

る。衣服着用時には機能性や実用性を重視する一方でＴＰＯやおしゃれにも気を配って、

目だち過ぎず、かつ人とは違った自分らしさを出せる服装を心がけていることが伺える。

また衣服の大半を既製服に依存しているにもかかわらず、気に入ったデザインや種類が少

ないとの不満も多く、若々しさやファッション性があり、体型カバーができ、おしゃれ要

素を含んだものを切望しており、既製服に対する要望が高度になっていることがわかった。
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　【目的】男らしさ、女らしさに対する意識は、その時代の社会的・文化的要因によって左

右され変化していくものである。¬方、この性役割意識と男らしさ、女らしさの表現手段

としての服装行動とは大きく関連していると考えられる。本研究はこれら両者の関連を検

討することを目的としている。前報までの一連の研究から、服装行動との関連を検討する

ための性役割意識測定尺度を作成することができ、尺度の妥当性、信頼性について検討し

た。本報ではこの性役割意識測定尺度を用いて服装行動との関連を検討するための、服装

行動測定項目を作成する知見を得るために、「男らしい（女らしい）服装」についての用

語をイメージのレベルで収集し、その用語の意味構造について検討を行った。

　【方法】第１報で収集した服装イメージ用語の中から、出現頻度が高い、意味内容が明確、

　「らしさ」と「らしい服装」-の共通イメージ用語を含むなどの基準で用語を選択した。さ

らに関連の既報から得られた用語も加えて63語のイメージ用語を選定した。　これら63語

　（項目）について、男女の学生および社会人計600名の被験者に「男らしい服装（女らしい

服装）」には一般にどの程度重要か、SD法、７段階で評定を求めた。得られた評定値を

もとに63項目を変数として因子分析することによって、用語の意味構造の検討を行った。

　【結果】「男らしい服装」に対する評定値をもとに因子分析を行った結果から、４因子が

抽出された。これら４因子は、男らしい服装に期待される機能の下位次元を形成しており、

第２報で論じた性役割に対する役割構造との対応がみられた。「女らしい服装」に対する

評定値についての因子分析結果からも、ほぼ同様の対応した結果が得られた。
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